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研究成果の概要（和文）：本研究では、ヒトのモデルとしてのサル類（マカクザル、マーモセット）を対象に、
霊長類社会における個の行動を集団レベルで捉え、ソーシャルマインドおよびその破綻としての自閉スペクトラ
ム症や統合失調症などの発達障害に関わる神経生物学的機構の霊長類的基盤を明らかにした。特に社会性や家族
性に富んだマーモセットでは、発達障害モデル個体を含む集団としての行動様式や集団内での個の特異な行動様
式に焦点を当てた解析を実施した。また、高度な認知機能を有するマカクザルでは、同様の集団行動解析に加え
て、健常個体および発達障害モデル個体の認知機能や他個体との相互作用（個体間交渉）を行動レベルおよび神
経活動レベルで評価した。

研究成果の概要（英文）：In the present research project, we have elucidated the primate basis of 
neurobiological mechanisms underlying the social mind and developmental disorders caused by its 
disruption. Employing monkeys (macaques, marmosets) as primate models, a paradigm shift from 
previous “individual-level life science” to novel “society/group-level life science”was 
attempted. We successfully adopted a wide variety of innovative technologies as well as the 
excellent research environment at the Primate Research Institute, Kyoto University. On marmosets of 
which social and familial activities are well developed, we analyzed the behavioral pattern of a 
group including a developmental disorder model and, also, the specific behavioral pattern of the 
model within a group. In macaques who possess higher cognitive functions, on the other hand, 
cognitive deficits and interactions with others of a developmental disorder model were evaluated at 
both the behavioral and the electrophysiological levels.

研究分野：神経科学

キーワード： 発達障害　社会的行動　神経ネットワーク　認知ゲノム　霊長類
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって発信される成果は、集団的視座から認知行動や精神活動を包括的に捉え、その一様態としての自
閉スペクトラム症や統合失調症などの発達障害における行動特性の理解と、発達障害者の集団内における行動の
理解に繋がるだけでなく、いじめや自殺など、青少年における重大な社会問題に対して、システム神経科学と精
神医学の両面から切り込み、問題の早期発見や介入・治療法の開発に発展することが期待される。また、ヒトと
霊長類モデルの双方から得られるデータを相互補完的に活用することにより、発達障害の神経回路基盤やゲノム
基盤の解明をとおして介入・治療ターゲットの同定や臨床的検証に資することが期待できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

我々が適応的な社会生活を営むために作用し、他方では社会そのものを創出するもの、それが
ソーシャルマインドである。ソーシャルマインドを育むことは、社会的・集団的行動を通して、
自己と他者の関係を良好に保ち、日常を快適に過ごすうえで必要不可欠である。我々は、日常的
に他者との間で交渉をおこない、多様な状況下で社会的に適切な行動をとらなければならない。
すなわち、社会あるいは集団の中でどのように行動すべきか、また、集団としてどのように行動
すべきかが、集団や集団を構成する個々人にとって必須の課題となる。しかしながら、自閉スペ
クトラム症や統合失調症などの発達障害ではこのプロセスがうまく機能しない。その結果、適切
な社会的行動がとれないために、個々人の能力を十分に発揮できず、社会に適応できない、社会
における自分自身の役割を果たせず、社会や集団がその価値を見出せない、他者との間でスムー
ズな交渉ができないなど、さまざまな問題が生じてくる。ソーシャルマインドおよびその破綻と
しての発達障害の神経メカニズムの解明は、ヒトおよびヒト社会の理解に迫ることができるだ
けでなく、現代社会が抱えるこのような問題に対して科学的知見に基づく効果的な介入・治療プ
ログラムを提案、実践するうえでも高い必要性と緊急性を帯びていると考える。 
そこで、本研究では、構造的にも機能的にもヒトと類似した脳を持つ霊長類動物、特にマカクザ
ル、マーモセットといったサル類を対象にして、従来の「個体レベルの生命科学」から「社会・
集団レベルの生命科学」へのパラダイムシフトを図り、広く人文・社会科学や臨床医学との将来
的な連携をも視野に入れた、先導的かつ波及効果の大きい独創的研究を展開する。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、ソーシャルマインドを生み出し、その制御に関わる遺伝子と神経回路の同定
および機能解明に重点をおき、集団もしくは集団の中の個体による社会的行動（集団行動、個体
間交渉）、社会的行動を規定する神経ネットワーク活動、更に、神経ネットワーク活動を支配す
る認知ゲノム発現の生物学的トライアングル連関のメカニズムを明らかにすることである。こ
のような目的を達成するため、ソーシャルマインドの破綻により発症すると考えられる発達障
害の病態を集団的視点から理解することを通して、逆にソーシャルマインドの醸成と制御に関
与する遺伝子および神経回路の実体を検証する。 
本研究では、発達障害の観点から集団における個の行動を規定する脳の動作原理を理解する

ため、遺伝子改変霊長類モデルを用いた研究計画を推進する。研究代表者が所属する京都大学霊
長類研究所（現、ヒト行動進化研究センター）では、現在、約 1200 頭のサル類を保有しており、
ニーズに応じた、あるいは環境に配慮した異なる飼育形態を併用している。特にマカクザルにつ
いては、個別ケージに加えて、集団ケージ（5～10 頭の小グループ単位）や放飼場（数十頭の群
単位）を、また、マーモセットについては、基本的に家族単位（5 頭程度）での飼育が可能な集
団ケージを使用している。このような優れた研究環境を利用して、集団ケージや放飼場の野生型
個体（健常対照個体；複数）のなかに、研究代表者らがすでに確立した、あるいは現在開発中で
ある、ウイルスベクターシステムを用いた神経路選択的もしくは全脳的遺伝子操作技術によっ
て作出した発達障害モデル（単一個体）を同居させることにより、集団における野生型と遺伝子
改変型の社会的行動特性を比較動物行動学的に解明することができる。 
このように、本研究ではヒトのモデルとしてのサル類（マカクザル、マーモセット）を対象に、

霊長類社会における個の行動を集団レベルで捉え、ソーシャルマインドおよびその破綻として
の自閉スペクトラム症や統合失調症などの発達障害に関わる神経生物学的機構の霊長類的基盤
の解明を目指す。その際、特に社会性や家族性に富んだマーモセットでは、発達障害モデル個体
を含む集団としての行動パターンや集団内での個の特異な行動パターンに焦点を当てた解析を
実施する。また、高度な認知機能を有するマカクザル（ニホンザル、アカゲザル）では、同様の
集団行動解析に加えて、発達障害モデル個体そのものの認知機能や他の個体（野生型）との相互
作用（個体間交渉）を行動レベルおよび神経活動レベルで評価する。ヒトの社会的・集団的行動
を実証的に理解するためにはそれぞれの行動特性を活かしたサル類を用いた研究が必要不可欠
であり、それを実現するブレイクスルーとしての先端的アプローチが本研究全体の推進を支え
ている。本研究計画の遂行には、研究代表者の研究グループに加えて、研究分担者として橋本（国
立精神・神経治療研究センター）、松本（筑波大学；現在、京都大学）、二宮（生理学研究所）が、
また、研究協力者として日立製作所が参画する。 
 

３．研究の方法 

研究代表者の研究グループは、ウイルスベクターシステムを利用して特定の外来遺伝子をサ
ル脳に導入し、その発現を制御する最先端技術を世界に先駆けて確立し、脳の高次機能や精神・
神経疾患の病態の解明を目指して、遺伝子改変サルモデルの作出、サル脳への遺伝子導入に有効
なウイルスベクターの品質向上、遺伝子導入手法の更なる開発・改良の諸点で世界をリードした
研究を展開している。本研究計画では、多様なウイルスベクターシステムを駆使した神経路選択
的もしくは全脳的遺伝子操作技術により発達障害モデルを作出し、モデル個体を野生型個体と



同居させた実験条件の下、多個体行動同時トレースシステムを応用した集団行動解析を実施す
る。日立製作所と共同開発する多個体行動同時トレースシステムにおいて、特にビジネス顕微鏡
に関する既存の技術を改良および高精度化し、それらを画像と連動させる手法を構築する革新
的計測技術を確立する。ビジネス顕微鏡は、2 週間以上にわたり連続して計測可能な装着型の小
型 3 軸加速度センサと、遠隔でサーバに計測データを収集し大規模に解析可能な基盤技術を開
発済みであり、小型センサを個体に装着するだけで、非接触かつ個体識別可能な条件下で、３次
元位置情報・生理指標・運動量などの個体データおよび個体間位置関係などの集団データを対象
個体すべてから網羅的に採取することができる。 
研究分担者の橋本は、国内で最大規模のサンプルを保有する「ヒト脳表現型コンソーシアム」

を構築し、発達障害や精神疾患のリスク遺伝子の同定および機能解析を進めており、本研究計画
では、不死化リンパ芽球を用いて iPS 細胞を作製し神経細胞に分化させる技術により、神経系に
おける機能が同定されたリスク遺伝子（自閉スペクトラム症および統合失調症に関連した）につ
いて、研究代表者と連携し、当該遺伝子のサル脳への導入を試み、発達障害の霊長類モデルの作
出に向けた研究を担当する。なお、研究協力者として中澤敬信（東京農業大学）が参画する。 
研究分担者の松本は、特に報酬系や認知機能における中脳ドーパミンニューロンの役割につ

いて、マカクザルを用いた電気生理学的研究を展開しており、本研究計画では、これまで用いて
きた報酬価値に基づく意思決定課題に加えて、社会性に関わる行動学的指標として自閉スペク
トラム症患者で顕著に影響を受けることが知られている「社会的注意（共同注視）」を表象した
課題を考案し、発達障害モデルの認知機能障害を行動レベルおよび神経活動レベルで評価する。 
研究分担者の二宮は、マカクザルを用いて社会的脳機能の生理学的解明を可能にする独自の

実験パラダイムを確立した生理学研究所の磯田昌岐教授の下で、対面する 2 頭のサルを用いた 2
個体同時神経活動計測システムにより、自他の識別や他者行為のモニターに関わる神経機構を
電気生理学的に解明することに取り組んでおり、本研究計画では、発達障害モデルと野生型個体
との相互作用（個体間交渉）を行動レベルおよび神経活動レベルで評価する。 
 
４．研究成果 
研究計画調書において提案した６つの研究項目について、順にその成果を記載する。 

(1) 研究項目１：神経路選択的な光遺伝学的／化学遺伝学的活動操作を同時適用できる新規介
入手法の開発 

アデノ随伴ウイルス（AAV）のキャプシド改変により、強い外来遺伝子発現能を有する
AAVセロタイプ１（AAV1）と高いニューロン特異性を示すAAVセロタイプ２（AAV2）のモ
ザイクベクターであるAAV2.1ベクターの開発に成功し、このベクターがAAV1ベクターと
同等の外来遺伝子発現能を保持するとともに、AAV2ベクターと同等のニューロン特異的
感染能を有することを検証した。更に、神経路選択的な光遺伝学的、化学遺伝学的活動
操作を実施するため、AAV2.1ベクターにオプシン遺伝子、DREADDレセプター分子をそれ
ぞれ搭載したベクターを作製した。当該ベクターは特に非ヒト霊長類を使用している国
内外の脳科学研究者に広く提供され、すでに多数の共同研究成果を上げている。なお、
これまで特段の必要性を認めなかったため、オプシン遺伝子とDREADDレセプター分子の
両者を同時に搭載したウイルスベクターシステムの開発には至っていないが、いつでも
着手できる状態にある。その一方で、今後の波及的な研究発展を考慮し、ニューロン種選
択的な活動操作を実現するため、霊長類脳においてニューロン種特異的プロモータを搭
載した新規ウイルスベクターの開発を進めており、ドーパミン細胞や小脳プルキンエ細
胞選択的に遺伝子導入できるAAVベクターの作製に成功した。 
 
(2) 研究項目２：全脳的かつ全ニューロン的遺伝子導入技術の開発 
上記と同様にして、血液脳関門（BBB）を越えて脳に目的遺伝子を導入できることが示さ

れ、マウスでは血管内投与で全脳的なニューロンへの遺伝子導入が可能であることが報
告されているAAV9と高いニューロン特異性を有するAAV2のキャプシド改変型モザイクベ
クターであるAAV9.2ベクターを開発した。当該ベクターをBBBが閉鎖していないマカクザル
やマーモセットの新生児に静脈内投与し、従来のベクターに比べてニューロンへの遺伝子導入
効率が全脳レベルで向上したことを検証した。特にマーモセットでは、さまざまな脳部位のニュ
ーロンに高い効率で外来遺伝子導入できることを確認した。更に、本来のターゲットではな
い脳以外の臓器への遺伝子導入の低減を図るため、CMVプロモータに替えてニューロン
特異的なsynapsinプロモータを搭載するなどの改良を加えた。このように開発された新
規ウイルスベクターを利用し、BBBが閉鎖している成体において全脳的遺伝子導入を実現する
ため、マイクロバブルと経頭蓋集束超音波照射（tFUS）を用いた一過性BBB開放術により、静
脈内投与したベクターを介してニューロンへの外来遺伝子導入を実現する基盤技術を確
立した。 
 
(3) 研究項目３：神経回路操作による発達障害霊長類モデルの作出と行動・神経活動解析 
マカクザルにおいて神経路選択的活動操作技術を利用した発達障害モデルを作出する前段階

として、内側前頭葉皮質から線条体・側坐核や扁桃体への神経回路を対象に、その構築様式に関
する解剖学的解析を実施した。具体的には、「研究項目1：神経路選択的な光遺伝学的／化学遺



伝学的活動操作を同時適用できる新規介入手法の開発」で開発したAAV2.1ベクターにおいて
Tet-Offシステムにより発現能を増強し、異なる蛍光色素を組み込んだベクターを用い
た順行性多重蛍光トレーシングによって、前部帯状皮質の異なる領域から扁桃体に局在投
射することを見出した。現在、当該研究成果に関する原著論文を執筆中である。また、研
究分担者の松本、二宮はマカクザルを用いて独自の社会的認知行動課題を開発し、行動
評価と神経活動解析をとおして以下の研究成果を得た。 

松本は、他者の視線の方向に自然と注意が向いてしまう「共同注意」と、対面してい
る他者と呼吸リズムが一致する「呼吸の同期」は、ヒトで広く観察される現象であり、
自己と他者の関係を規定する重要な社会機能だと考えられる。しかしながら、非ヒト霊
長類では共同注意の行動学的指標（眼球運動の反応潜時など）への影響が微弱であり、
また、覚醒下の非ヒト霊長類の呼吸を安定して記録する方法が確立されておらず、侵襲
的実験手法を必要とする神経メカニズムの解明には至っていない。そこで、本研究では、
マカクザルを対象にした「アンチサッカード課題」に共同注意の要素を組み込んだ新た
な課題（共同注意アンチサッカード課題）を開発し、共同注意の明確な効果を得ること
に成功した。同時に、他者の視線の向きを検出する小脳ニューロンを発見した。また、
覚醒下のマカクザルの呼吸を記録する方法を開発し、向き合った２頭のサルで呼吸間隔
が一致する（つまり呼吸が同期する）現象をヒト以外の動物で初めて報告した。 

二宮は、マカクザルを対象にした社会的認知行動課題として、これまで用いてきた他
個体（実在他者）と対面した状態で交互に行動選択をおこなう課題に加え、録画再生し
たサル（録画他者）や棒状物体（録画物体）など、実在もしくは生物性の異なる映像内
の他者を相手に同様の課題をおこなう条件を新たに加えた課題を開発した。これにより、
発達障害モデルの社会的認知機能の変容を詳細に解析することが可能になった。また、
コミュニケーションのリアルタイム性を維持したまま、他者の実在性だけを統制した新
規の実験パラダイム（２個体テレワーク実験システム）の開発に加えて、研究代表者と
の連携を強化し、大型ケージにおける２個体自由行動下での相互作用に関わる行動評価
と神経活動解析を実施した。具体的には、正常個体、遺伝子変異個体、および神経路選
択的操作個体を対象とした社会的認知機能に関わる行動・神経活動解析をおこなった。
主な研究成果として、（1）ヒト社会脳関連領野との相同部位の同定、および（2）遺伝
子変異個体におけるミラーニューロンシステムの異常に関する原著論文を発表した。ま
た、前頭葉の２つの領野における他者動作に対する空間選択性の比較研究に関する原著
論文を投稿中であり、領野内局所回路における他者動作情報処理様式の検討に関して学
会発表をおこなった。神経路選択的操作実験では、社会脳皮質ネットワーク抑制による
感覚応答の増幅、および社会脳皮質下ネットワーク抑制による社会行動の減少をすでに
確認しており、現在、研究全体の総まとめに向けて鋭意作業中である。 
 
(4) 研究項目４：全脳的遺伝子操作による発達障害霊長類モデルの作出と行動・神経活動解析 
全脳的遺伝子操作技術を利用した発達障害モデルを作出するため、研究分担者の橋本は、患者

サンプルを用いた網羅的ゲノム解析により、発達障害に関わるリスク遺伝子 POGZ の de novo 変
異を同定するとともに、当該変異を示す患者において認知機能障害や自閉スペクトラム症に特
徴的な症状などを確認した。他方、研究協力者の中澤は POGZ の de novo 変異を有する患者由来
iPS 細胞を用いた解析を実施し、神経幹細胞の神経細胞への分化異常を見出すとともに、成熟神
経細胞におけるシナプス機能異常および POGZ の de novo 変異により POGZ 機能が障害されるこ
とを明らかにした。更に、POGZ に関する発達障害霊長類（マーモセット）モデルを作出するた
め、「研究項目２：全脳的かつ全ニューロン的遺伝子導入技術の開発」で開発した AAV9.2 に POGZ
を標的とする shRNA 配列を組み込み、培養細胞における内在性 POGZ のノックダウン効率が極め
て高い（80％以上）改変ウイルスベクターの作製に成功した。当該ベクターをマーモセット新生
児に静脈内投与し、内在性 POGZ をノックダウンした発達障害モデルを作出した。現在、モデル
個体の表現型および集団の中での行動変容の解析を完了するとともに、マーモセット脳スライ
スのパンチアウトサンプルを用いた内在性 POGZ の発現解析システムを構築し、各脳部位におけ
る POGZ の発現変化を網羅的に解析している。 
 
(5) 研究項目５：集団行動特性解析システムの構築 
霊長類の自然行動を客観的かつ大規模に定量化する技術の確立を目標として、集団で生活す

る霊長類動物（マーモセット・マカクザル）を個体識別しつつ、各個体の３次元姿勢推定を実現
するシステムを構築した。このシステムでは、複数のビデオカメラによる記録映像から姿勢推定
をおこない、集団飼育ケージにおいて90%以上の個体識別精度を達成した。具体的には、目や鼻、
肘の位置など個体の行動解析に有用な18個の特徴点を３次元的に推定することが可能であり、
マーモセットにおいて最も誤差の小さい点では約5 ㎜、誤差の大きい点でも15 ㎜という精度に
到達した。同様に、マカクザルにおいても15-50 mmという良好な精度を達成した。このような高
い水準を達成するために、解析パイプラインでは複数の深層学習ニューラルネットワークに基
づく画像解析を取り入れており、マーモセットでは56,000体、マカクザルでは23,000体の姿勢教
師データを作成し、当該ネットワークを学習させた。これらの学習済みモデルや訓練用データセ
ットは、他機関での解析に用いる際にも有用な研究基盤となる。 



更に、開発したシステムが多様な研究に実用可能であることを検証するため、長期間にわたり
病態が進行するパーキンソン病モデルを対象にして、このシステムが症状発現による行動変化
を検出可能であるかを解析した。まず、モデル動物を作出するため、マーモセットの黒質に変異
型αシヌクレインを発現するAAVベクターと凝集フィブリルを片側性に注入した。注入個体の日
常生活を１年間にわたって記録し、そのすべてのデータに対して３次元姿勢推定を実施した。得
られたデータを「教示なしクラスタリング」を用いて、マーモセットの行動を数十種類の様式に
分類した。各行動様式の発現頻度を解析すると、ベクター注入後に減少していく行動と徐々に増
加する行動を確認することができた。これらの行動様式は、素早いロコモーションに関連する行
動や、頸部が片側に屈曲して静止したままの行動などを含み、動作緩慢や固縮といったパーキン
ソン病に特徴的な運動症状と対応していた。以上の結果は、構築した解析システムが長期間にわ
たって徐々に進行する病態を自動的に検出する能力を備えていることを示している。 
続いて、社会的な文脈における有用性を評価した。マーモセット家族は、ヒトと同様に父親と

母親がともに子育てをおこなうことが知られており、これは霊長類の中でも珍しい行動特性で
ある。マーモセット家族の集団行動を本システムで解析したところ、必ずしも父親と母親が同じ
ように養育行動を示すわけではなく、分業していることが見出された。すなわち、離乳したばか
りの幼若個体は両親から食物の分配を受けるが、このような食物分配行動は父親から発出され
る頻度が高かった。また、マカクザル集団における解析では、序列関係の推定など社会構造を定
量的に示すことが可能であった。以上の結果は、構築した解析システムが霊長類社会集団の行動
特性を客観的かつ大規模に解析することが可能であることを示しており、単一個体ではなく社
会集団を生命科学研究の対象とするための基盤技術になり得ることが期待できる。 
これらの技術を更に発展させて、自閉症と関連の深い認知機能を調べる新規行動課題を確立

した。ヒトは他者の直接観察することのできない心の状態を推定して、それに基づき自己の行動
を調整している。このような社会的認知機能は円滑な社会生活を送る上で不可欠の高次機能で
あり、その破綻は社会性に異常を来す疾患と関連が深いと考えられている。しかしながら、動物
モデルにおいて当該機能を解析するための行動課題が未開発であることから、その神経機構の
詳細については未だ不明な点が多い。そこで、姿勢推定AIと状態推定AIを用いることにより、直
接観測できない他者の内的状態に応じて自己の行動を調整する社会認知機能を霊長類で検証す
る行動解析システムを開発し、前頭前野内側部の機能阻害が他者の内的状態に応じた行動調整
を消失させることを見出した。現在、神経活動記録や神経回路操作による詳細な神経機構の解明
を進めているところである。 
 
(6) 研究項目６：発達障害霊長類モデルの集団行動特性解析 
「研究項目４：全脳的遺伝子操作による発達障害霊長類モデルの作出と行動・神経活動解析」」

に記載した手法により、内在性 POGZ ノックダウンによる霊長類自閉症モデル動物を作出し、そ
の表現型解析を実施した。モデル動物（単一個体）を野生型個体（健常対照個体）とともに親個
体と同居させた環境下においてモデル動物の行動発達パターンを解析して、その特異性を検証
した。その結果、ヒトにおいて POGZ に起因する発達障害と類似した症状が確認された。まず、
養育個体との社会的な相互作用において健常群との違いが見出された。マーモセットは多様な
音声コミュニケーションを行い、両親との相互作用により発達に伴って発声行動が変化するこ
とが知られている。モ
デル動物においては健
常個体に比べて、発生
発達のパターンが異な
り、未熟な状態にとど
まる傾向が示された
（図左下を参照）。更
に、モデル動物では養
育個体への社会的注意
行動がむしろ増加して
いることが確認された
（図左上を参照）。同様
に、社会的側面以外に
もヒトで報告される症
状と一致するものとし
て、睡眠異常（図右上
を参照）および体重の
異常増加（図右下を参
照）が見出された。以
上により、全脳的遺伝
子導入によって発達障
害の病態解析に有用な霊長類モデルが作出可能であることが示された。現在、マーモセット脳ス
ライスのパンチアウトサンプルを用いた内在性 POGZ の発現解析システムを構築し、各脳部位に
おける POGZ の発現変化を網羅的に解析している。 

全脳的遺伝子改変による発達障害モデルマーモセットの表現型解析 
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Representation of distinct reward variables for self and other in primate lateral hypothalamus.

Proc Natl Acad Sci USA 5516-5524

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Noritake A, Ninomiya T, Isoda M 117
 １．著者名

10.1038/s41386-019-0441-5

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Psychiatric-disorder-related behavioral phenotypes and cortical hyperactivity in a mouse model
of 3q29 deletion syndrome.

Neuropsychopharmacology 2125-2135

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Baba M, Hashimoto R, Nakazawa T, et al. 44
 １．著者名

10.1016/j.bbrc.2019.09.048

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Autism-associated protein kinase D2 regulates embryonic cortical neuron development.

Biochem Biophys Res Commun 626-632

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Matsumura K, Hashimoto R, Hashimoto H, et al. 519
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1002/npr2.12085

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Comparison of eye movements in schizophrenia and autism spectrum disorder.

Neuropsychopharmacol Rep 92-95

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Shiino T, Miura K, Fujimoto M, Kudo N, Yamamori H, Yasuda Y,Ikeda M, Hashimoto R. 40
 １．著者名

10.1111/pcn.12963

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Brain morphological and functional features in cognitive subgroups of Schizophrenia.

Psychiat Clin Neurosci 191-203

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yasuda Y, Hashimoto R, et al. 74
 １．著者名

10.1038/s41467-020-14697-z

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Pathogenic POGZ mutation causes impaired cortical development and reversible autism-like
phenotypes.

Nat Commun 859

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Matsumura K, Hashimoto R, Nakazawa T, et al. 11
 １．著者名

10.1111/pcn.12934

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Differentiation of schizophrenia using structural MRI with consideration of scanner
differences: a real-world multi-site study.

Psychiat Clin Neurosci 56-63

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Nemoto K, Hashimoto R, Arai T, et al. 74
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1101/854513

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Deschloroclozapine: a potent and selective chemogenetic actuator enables rapid neuronal and
behavioral modulations in mice and monkeys.

Nat Neurosci 1157-1167

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Nagai Y, Inoue K, Takada M, Minamimoto T, et al. 23
 １．著者名

10.1038/s41467-020-15802-y

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Optogenetic manipulation of a value-coding pathway from the primate caudate tail facilitates
saccadic gaze shift.

Nat Commun 1876

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Amita H, Kim H, Inoue K, Takada M, Hikosaka O 11
 １．著者名

10.1038/s41380-018-0118-1

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Dose response of the 16p11.2 distal copy number variant on intracranial volume and basal
ganglia.

Mol Psychiat 584-602

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Sonderby IE, Hashimoto R, Andreassen OA, et al. 25
 １．著者名

10.1126/science.aay6690

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The genetic architecture of the human cerebral cortex.

Science 1340

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Grasby KL, Hashimoto R, Medland SE, et al. 367
 １．著者名



2020年

〔学会発表〕　計104件（うち招待講演　12件／うち国際学会　19件）

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第45回日本神経科学大会

第45回日本神経科学大会

第45回日本神経科学大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

吉野 倫太郎, 木村 慧, 田辺 創思, Andi Zheng, 中村 晋也, 大原 慎也, 井上 謙一, 高田 昌彦, 筒井 健一郎

永井 裕司, 堀 由紀子, 井上 謙一, 小山 佳, 宮川 尚久, 平林 敏行, 三村 喬生, 須原 哲也, 高田 昌彦, 樋口 真人, 南本 敬史

木村 慧, 永井 裕司, 畑中 岳, Yang Fang, 田辺 創思, Andi Zheng, 藤原 真紀, 中野 真由子, 堀 由紀子, 竹内 遼介, 稲垣 未来男, 南
本 敬史, 藤田 一郎, 井上 謙一, 高田 昌彦

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

ウィルストレーシングによるマカクザル内側前頭皮質から扁桃体への投射様式

サル脳内DREADD発現と効果の長期的評価

霊長類脳への高効率な導入遺伝子発現と神経細胞特異的な感染を実現するモザイクAAVベクターの開発

10.1038/s41380-019-0553-7

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
White matter microstructural alterations across four major psychiatric disorders: mega-analysis
study in 2937 individuals.

Mol Psychiat -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Koshiyama D, Hashimoto R, et al. in press
 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Neuroscience 2022（国際学会）

第４回 「サル脳新技術研究会」

第45回日本神経科学大会

第45回日本神経科学大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

松本 惇平, 兼子 峰明, 木村 慧, Negrete Salvador, 橋本-須田 直子, 兼子 明久, 森本 真弓, 角谷 絵里, 西丸 広史, 瀬戸川 剛, 郷
康広, 柴田 智広, 西条 寿夫, 高田 昌彦, 井上 謙一

Yan G, 網田 英敏, 野々村 聡, 井上 謙一, 高田 昌彦

Nonomura S, Takayasu T, Kaneko T, Amita H, Inoue K, Takada M

 １．発表者名
Kimura K, Nagai Y, Hatanaka G, Fang Y, Tanabe S, Zheng A, Fujiwara M, Nakano M, Hori Y, Takeuchi R, Inagaki M, Minamimoto T,
Fujita I, Inoue K, Takada M

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Fluorescent sensor reveals dopamine dynamics in the primate striatum

Medial prefrontal cortex neuron activity in relation to diminishing reward-based action selection in rats

A versatile tool for the stable manipulation and imaging of neural circuit activity in primate brain

 ４．発表年

 １．発表者名

群飼ケージ内で自由行動する複数サル個体の3Dマーカーレスモーションキャプチャー



2023年

2022年

2022年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

生理研研究会「行動制御の脳内基盤理解へのマルチディシプリナリーアプローチ」、国際研究集会「大脳皮質ー大脳基底核神経回路の機能
とその破綻がもたらす機能障害」（国際学会）

Neuroscience 2022（国際学会）

第45回日本神経科学大会

第100回日本生理学会（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Kaneko T, Matsumoto J, Lu W, Zhao X, Ueno L, Nishijo H, Mochizuki H, Inoue K, Takada M

Noritake A, Ninomiya T, Kobayashi K, Isoda M

二宮太平、則武厚、磯田昌岐

 ４．発表年

 ４．発表年

二宮太平

マカクザル社会的行動モニタリングの神経基盤

A versatile tool for automated quantification of natural behavior in marmosets

A cortico-subcortical circuit plays a causal role in social reward monitoring and valuation

サル上側頭溝中間部における自己と他者の動作情報表現

 ４．発表年

 ４．発表年



2023年

2023年

2023年

2023年

日本薬学会第143年会

日本薬学会第143年会

日本薬学会第143年会

日本薬学会第143年会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

河野翔太郎、高田智弘、鮎澤有希子、三浦大樹、福島穂高、橋本亮太、橋本均、中澤敬信

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ヒト染色体3q29領域欠失を導入した自閉スペクトラム症モデルマウスの社会行動異常はオキシトシンの投与により回復する

環境エンリッチメントによる3q29領域欠失導入マウスの精神疾患様行動の回復

患者iPS細胞由来分化神経系細胞を用いた2p16.3領域欠失変異の分子病態解析

患者iPS細胞由来分化神経系細胞を用いた3q29領域欠失変異の分子病態解析

竹本智哉、馬場優志、北川航平、永安一樹、勢力薫、早田敦子、笠井淳司、吾郷由希夫、 田熊?敞、橋本亮太、橋本均、中澤敬信

秋本祐弥、馬場優志、福島穂高、三浦大樹、橋本均、橋本亮太、中澤敬信

高田智弘、河野翔太郎、鮎澤有希子、三浦大樹、福島穂高、橋本亮太、橋本均、中澤敬信



2022年

2022年

2021年

2021年

The 45th Annual Meeting of the Japanese Neuroscience Society（国際学会）

第100回日本生理学会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Akiyama Y, Yamada H, Matsumoto M, Kunimatsu J

Akiyama Y, Yamada H, Matsumoto M, Kunimatsu J

Labuguen R; Matsumoto J; Negrete SB; Nishimaru H; Nishijo H; Takada M; Go Y; Inoue KI; Shibata T

禰占 雅史，惲 夢曦，川合 隆嗣，山田 洋，井上 謙一，高田 昌彦，松本 正幸

 ３．学会等名

Computer Vision and Pattern Recognition (CVPR) 2021; CV4Animals: Computer Vision for Animal Behavior Tracking and Modeling

第44回日本神経科学大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Role of the lateral cerebellum in the visuo-motor association learning

MacaquePose: A Novel "In the Wild" Macaque Monkey Pose Dataset for Markerless Motion Capture

経済学的意思決定に関わるサル報酬系神経活動ダイナミクス

Learning dependent activity in the lateral cerebellum during reinforcement learning

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回日本神経科学大会

第44回日本神経科学大会

第44回日本神経科学大会

第44回日本神経科学大会

松本 惇平，ラブグエン ローリン，兼子 峰明，ブランコ サルバトール，ジア グオ，西丸 広史，西条 寿夫，高田 昌彦，郷 康広，井上
謙一，柴田 智広

井上 謙一，木村 慧，吉田 哲，田辺 創思，藤原 真紀，上野 瑠惟，高田 裕生，兼子 峰明，篠本 有里，中野 真由子，田中 江美子，角
谷 絵里，岡野 栄之，高田 昌彦

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

精神神経疾患の霊長類モデル確立に向けたマカクザルのマーカーレスモーションキャプチャー用大規模教師データセットの作成とその応用

改変AAVベクターを用いた非ヒト霊長類新生仔への全脳的遺伝子導入

霊長類線条体へのパルブアルブミン陽性ニューロン選択的遺伝子導入

化学遺伝学的手法を用いた霊長類側坐核の活動低下は接近回避葛藤タスク開始時の意欲を低下させる

 １．発表者名

 １．発表者名

Andi Zheng，木村 慧，永井 佑茉，藤原 真紀，中野 真由子，永安 一樹，井上 謙一，高田 昌彦

オ ジョンミン，雨森 智子，井上 謙一，木村 慧，高田 昌彦，雨森 賢一



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小口 峰樹, Jiang Jiasen, 吉岡 敏秀, 田中 康裕, 井上 謙一, 髙田 昌彦，菊水 健史，野元 謙作，坂上 雅道

宮川 尚久; 永井 裕司; 川嵜 圭祐; 堀 由紀子，小山 佳，折原 あすみ，松尾 健，鈴木 隆文，井上 謙一，高田 昌彦，須原 哲也，樋口
真人，南本 敬史

Oh J; Amemori S; Inoue K; Kimura K; Takada M; Amemori K

Miyakawa N; Nagai Y; Kawasaki K; Hori Y; Oyama K; Orihara A; Matsuo T; Suzuki T; Inoue K; Takada M; Suhara T; Higuchi M;
Minamimoto T

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回日本神経科学大会

第44回日本神経科学大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

課題遂行中のサル第一次視覚野からの微小内視鏡カルシウムイメージング

化学遺伝学によるてんかん制御～薬剤モデルマカクザル研究

Pathway-selective silencing of ventral striatum neurons projecting to the ventral pallidum elevates motivational states
under approach-avoidance conflict in nonhuman primates

Chemogenetic suppression of pharmacologically induced frontal lobe epilepsy in a macaque monkey

 １．発表者名

Neuroscience 2021（国際学会）

75th Annual Meeting of the American Epilepsy Society（国際学会）



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第11回日本マーモセット研究会

第44回日本神経科学大会

Neuroscience 2021（国際学会）

7th Congress of AsCNP 2021（国際学会）

Ninomiya T

Arai K, Isoda M, Ninomiya T

Miura K, Matsumoto J, Hasegawa N, Fujimoto M, Yamamori H, Yasuda Y, Hashimoto R

吉田哲, 井上謙一, 兼子峰明, 高田昌彦, 岡野栄之

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Frontal cortico-cortical coordination and its causal role in social action monitoring

Neurons in the macaque amygdala encode face animacy and self-relevant gaze shift

Combinations of cognitive function and eye movement tests are effective in distinguishing schizophrenia cases from healthy
controls

アデノ随伴ウイルスベクターを用いたマーモセット全脳への効率の良い遺伝子導入法の開発

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

「次世代脳」プロジェクト第5回冬のシンポジウム2021

第117回日本精神神経学会学術総会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

橋本亮太、松本純弥、長谷川尚美、三浦健一郎

 ２．発表標題

Matsumoto J,  Hashimoto R, et al.

Sumiyoshi C, Ohi K, Fujino H, Yamamori H, Fujimoto M, Yasuda Y, Uno Y, Takahashi J, Morita K, Katsuki A, Yamamoto M, Okahisa
Y, Sata A, Katsumoto E, Koeda M, Hirano Y, Nakataki1 M, Hashimoto N, Makinodan M, Takahashi T. Nemoto K, Kishimoto T, Suzuki
M, Sumiyoshi T, Hashimoto R

橋本亮太

7th Congress of AsCNP 2021（国際学会）

2021 Congress of the Schizophrenia International Research Society（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

データ駆動型解析による精神疾患のバイオタイプとは？

Cortical structural mega-analysis across four major psychiatric disorders in 5432 individuals

Cross-diagnostic Comparisons of Intellectual Ability and Work Outcome in Patients with Mental Disorders: A Multi-center
Study

総合オーガナイザー、基礎神経科学と臨床精神医学が融合したブレークスルー研究の育て方（新学術領域研究［マルチスケール脳］）

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第117回日本精神神経学会学術総会（招待講演）

第10回日本精神科医学会学術大会（招待講演）

橋本亮太

橋本亮太

橋本亮太

橋本亮太、松本純弥、長谷川尚美、三浦健一郎

第44回日本神経科学大会（招待講演）

第43回日本生物学的精神医学会・第51回日本神経精神薬理学会 合同年会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

精神科領域における多施設共同研究の実際と研究倫理

治療抵抗性統合失調症へのクロザピン治療とは

座長、基礎-臨床連携シンポジウム：当事者・ご家族の想いを適える精神医学研究

統合失調症のバイオタイプ研究

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 50th Annual Meeting of the Society for Neuroscience（国際学会）

第15回Motor control研究会

第43回日本神経科学大会

第43回日本神経科学大会

國松 淳

宮川 尚久，永井 裕司，堀 由紀子，松尾 健，鈴木 隆文，井上 謙一，小山 桂，平林 敏行，高田 昌彦，須原 哲也，樋口 真人，川嵜 佳
祐，南本 敬史

吉野 倫太郎, 木村 慧, 田辺 創思, 大原 慎也, 中村 晋也, 井上 謙一, 高田 昌彦

Kunimatsu Jun

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

親しい人物の顔を素早く見つける神経メカニズム

扁桃体が腹側視覚皮質における社会・情動性の視覚情報表現に果たす役割　～化学遺伝学神経操作によるアプローチ

マカクザル内側前頭皮質の側坐核及び扁桃体への投射様式の違いによる領域区分

The neural mechanism of the encoding of the familiar face in the primate striatum tail

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第43回日本神経科学大会

第43回日本神経科学大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

稲垣 未来男, 井上 謙一, 田辺 創思, 木村 慧, 高田 昌彦, 藤田 一郎

 ２．発表標題

小山 佳, 堀 由紀子, 永井 裕司, 宮川 尚久, 三村 喬生, 平林 敏行, 井上 謙一, 高田 昌彦, 樋口 真人, 南本 敬史

小口-田中 峰樹, Jiang Jiasen, 吉岡 敏秀, 田中 康裕, 井上 謙一, 高田 昌彦, 菊水 健史, 野元 謙作, 坂上 雅道

井上 謙一，田辺 創思, 吉田 哲, 藤原 真紀, 木村 慧, 上野 瑠惟, 高田 裕生, 木村 活生, 兼子 峰明, 篠本 有里, 中野 真由子, 田中
江美子, 今度 ゆりこ, 角谷 絵里, 岡野 栄之, 高田 昌彦

第43回日本神経科学大会

第43回日本神経科学大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

マカカ属サルにおける上丘から扁桃体への多シナプス性経路

DREADDを用いた経路選択的阻害法による、サル前頭前野と視床MD核及び線条体を結ぶ神経経路のワーキングメモリにおける役割の解明

マカク一次視覚野における微小内視鏡を用いたカルシウムイメージング

改変AAVベクターを用いた新生児霊長類への全脳的遺伝子導入

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第43回日本神経科学大会

The ENIGMA Consortium All-Hands Virtual Meeting 2020（招待講演）（国際学会）

網田 英敏, Hyoung F Kim, 井上 謙一，高田 昌彦, 彦坂 興秀

Hashimoto R, Matsumoto J, Hasegawa N, Miura K.

長谷川尚美、松本純弥、三浦健一郎、橋本亮太

橋本亮太

NCNP令和元年度精神保健研究所研究報告会

Mist seminer in GIFU（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

価値にもとづく眼球運動を制御する霊長類大脳基底核回路

Partnering International Consortium:COCORO,

EGUIDEプロジェクトメンバーズ、EGUIDEプロジェクトによる退院時処方への効果～クロザピンと医療の質(Quality Indicator)の関係に着
目して～

精神疾患の多施設共同研究～病態解明から治療法の社会実装まで～

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第138回日本薬理学会近畿部会

第138回日本薬理学会近畿部会

東京農業大学農学研究科大学院講義（招待講演）

第116回日本精神神経学会学術総会

馬場優志、勢力薫,、近藤百香、北川航平、竹本智哉、笠井淳司、吾郷由希夫、 永安一樹、森大輔、尾崎紀夫、山本雅、田熊一敞、橋本亮
太、橋本均、中澤敬信

橋本亮太、長谷川尚美、松本純弥、三浦健一郎

橋本亮太

近藤百香、栗生俊彦、馬場優志、北川航平、竹本智哉、永安一樹、山森英長、安田由華、藤本美智子、田熊一敞、小野富三人、橋本亮太、
橋本均、中澤敬信

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ヒト染色体3q29欠失モデルマウスを用いた精神疾患の分子病態研究

精神疾患の脳科学：トランスレーショナルアプローチ

臨床研究者の立場から

3q29領域欠失変異を有する精神疾患患者のiPS神経細胞の機能解析

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

橋本亮太、松本純弥、長谷川尚美、三浦健一郎

 ２．発表標題

大井一高、西澤大輔、嶋田貴充、片岡譲、長谷川準子、塩入俊樹、川﨑康弘、橋本亮太、池田和隆

松本純弥、福永雅喜、根本清貴、越山大輔、三浦健一郎、岡田直大、森田健太郎、山森英長、安田由華、藤本美智子、工藤紀子、笠井清
登、渡邉嘉之、橋本亮太

藤本美智子、三浦健一郎、森田健太郎、工藤紀子、畦地裕統、山森英長、安田由華、池田学、橋本亮太

第116回日本精神神経学会学術総会

第116回日本精神神経学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

治療の指針となる診断法の開発研究の真のゴールとその道のり

統合失調症患者、非罹患近親者、健常者間における各精神疾患のポリジェニックリスクスコア

大脳白質の軸索の髄鞘化、大脳白質の成熟と、認知機能・社会機能の指標である労働時間との関連

統合失調症におけるバイオマーカーとしての眼球運動スコアの臨床的意義

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

三浦健一郎、松本純弥、長谷川尚美、藤本美智子、山森英長、安田由華、橋本亮太

松本純弥、三浦健一郎、坂元竜馬、福永雅喜、越山太輔、根本清貴、岡田直大、森田健太郎、大井一高、長谷川尚美、藤本美智子、山森英
長、安田由華、笠井清登、渡邉嘉之、橋本亮太

松本純弥、三浦健一郎、福永雅喜、越山太輔、根本清貴、大井一高、岡田直大、長谷川尚美、山森英長、安田由華、藤本美智子、鬼塚俊
明、高橋努、尾崎紀夫、渡邉嘉之、橋本亮太

柏木宏子、三浦健一郎、松本純弥、坂元竜馬、竹田康二、山田悠至、藤本美智子、安田由華、山森英長、池田学、平林直次、橋本亮太

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

眼球運動特徴による自己組織化マップを用いた統合失調症の層別化

統合失調症のbiotypeである認知機能障害と大脳白質統合性の関連

統合失調症患者と健常被験者における拡散テンソル画像を用いた大脳白質微細構造と認知機能

暴力の既往のある統合失調症罹患者の、認知機能、精神病理、心理社会的背景の特徴、

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第43回日本神経科学大会（招待講演）

第43回日本神経科学大会

NCNP EDICS/精神科共催セミナー（招待講演）

CINP(The International College of Neuropsychopharmacology (CINP)) 2021（国際学会）

三浦健一郎、吉田正俊、藤本美智子、山森英長、安田由華、長谷川尚美、松本純弥、橋本亮太、竹村文

橋本亮太

Ohi K, Nishizawa D, Shimada T, Kataoka Y, Hasegawa J, Shioiri T, Kawasaki Y, Hashimoto R, Ikeda K.

橋本亮太

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

フリービューイング時のマカクサルの視覚探索行動：ヒトとの比較

精神疾患の克服とその障害の支援

Polygenetic Risk Scores for Major Psychiatric Disorders among Schizophrenia Patients, Their First-Degree Relatives and
Healthy Subjects.

精神疾患の病態解明研究のトレンドウォッチ：ビッグデータと仮説検証研究

 １．発表者名



2021年

2021年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Molecular Genetic Tools for　the Study of Neural Circuits　summer school（国際学会）

日本動物学会第90回大阪大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

井上　謙一

 ２．発表標題

三浦健一郎、松本純弥、長谷川尚美、藤本美智子、山森英長、安田由華、橋本亮太

橋本亮太、青木吉嗣

Inoue K

NCNP令和2年度精神保健研究所研究報告会

第5回国立研究開発法人イノベーション戦略会議

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

霊長類における光遺伝学を利用した神経回路操作

人工知能技術を活用した精神疾患の層別化―病態の理解と新たな診断体系の構築に向けて―

精神・神経・筋難病の克服を目指した研究開発

Manipulation of primate neural networks by means of modified viral vectors.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第42回日本神経科学大会

The 9th Okazaki / Tuebingen / Beijing Joint Symposium（国際学会）

二宮太平、則武厚、磯田昌岐

則武厚、二宮太平、磯田昌岐

森田健太郎、三浦健一郎、藤本美智子、宍戸恵美子、椎野智子、高橋潤一、山森英長、工藤紀子、畦地裕統、平野羊嗣、越山大輔、岡田直
大、鬼塚俊明、尾崎紀夫、笠井清登、池田学、橋本亮太

橋本亮太

第14回日本統合失調症学会

第17回IGC第13回COCORO合同会議

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

マカクザルのミラーシステムおよびメンタライジングシステムにおける自他行動モニタリング中の神経活動およびその相互作用

Social reward monitoring and valuation in corticosubcortical networks of the macaque

統合失調症の眼球運動研究

精神疾患のバイオタイプによる診断・治療法の開発

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第115回日本精神神経学会学術総会

第115回日本精神神経学会学術総会

第41回日本生物学的精神医学会

第41回日本生物学的精神医学会

藤本美智子、山森英長、安田由華、加藤恒、金倉譲、岩瀬真生、池田学、橋本亮太

藤本美智子、三浦健一郎、森田健太郎、工藤紀子、畦地裕統、山森英長、安田由華、池田学、橋本亮太

宇野洋太、工藤紀子、山森英長、藤野陽生、住吉チカ、安田由華、藤本美智子、勝元榮一、佐田あゆ美、畦地裕統、椎野智子、嶋田貴充、
片岡譲、高橋潤一、森田健太郎、香月あすか、山本真江里、岡久祐子、肥田道彦、平野羊嗣、牧之段学、中瀧理仁、橋本直樹、大井一高、
高橋努、根本清貴、岸本年史、鈴木道雄、住吉太幹、橋本亮太

島崎愛夕、齋藤竹生、大河内智、谷口賢、二宮光平、橋本亮太、池田匡志、岩田仲生、CPC-J（Clozapine Pharmacogenomics Consortium
of Japan：日本クロザピン薬理ゲノム学コンソーシアム）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Clozapine により好酸球増加症が生じたが継続投与が可能であった治療抵抗性統合失調症の一例
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